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●　話題提供　花岡　崇一 様　森の贈り物研究会　主宰
●　対　　　象　東北支援に関心のある方（３０名）

●　費　　　用　1,000円（支援金）
●　申し込み　　電話・メールにて

　　　　　　　　　　０９０－６７０３－０１２９

　　　　　　　　　　k-yoko@pop21.odn.ne.jp
●　主　　催　　環境パートナーシップちば

　　　　　　　　　　http://kanpachiba.com/
伊達市の子どもたちが見附市の子？森の贈り物研究会

 主宰 花岡崇一 

福島県伊達市は福島第一原子力発電所の事故・爆発により放射能汚染の被害を蒙りました。子どもたちは外部被曝を日々測る線量計を身に着け、草木についたセシウムに触らないようにする生活が始まったのです。屋外活動が制限され、運動不足から体力が落ちました。それ以上に深刻なのは、外での体育の授業を嫌い、遊びが屋内ゲームなどに偏る気持ちが強くなったことです。 

何かしなければという思いが行動に結びついたのは、旧保原町と私が校長だった横浜市矢向の十余年のホームステイ交流があったからです。この思いは伊達市教育委員会の決断と文科省支援・見附市のご好意で、9校の５年生が先生と一緒に教室ごと一週間県境を越えて新潟見附市の学校に移ってしまう 「移動教室」として実現しました。この様子は、福島の被災地を追っている映像作家白石さんによってみごとに記録されました。ランドセルを背負ってバスから降りくる子どもたちと先生の緊張した顔が、迎えた見附の子どもたちの温かさでたちまちほころびました。ともに入ったプール、伊達の子どもには２年ぶりの水泳授業でした。小規模校なのでたった一人の６年生女児も一緒にきました。見附の教室ではじめて同学年の子どもたちと机を並べて算数の勉強をしました。その時の緊張とわくわくする喜びの表情は、この「移動教室」に新しい意味を与えました。 

伊達市教育長の湯田さんは復興教育の柱の一つに「移動教室」を位置づけ、困難な状況生き抜く力」を培う「新しい教育の場」としました。「どんなことでも言ってほしい、何でも力になる」と、励まし続けてくださった見附市の教育長神林さん、 共同授業の準備や郷土芸能、運動会まで用意してくれた見附市の学校の先生方、現場教育力はまだまだ健在ということを見せてくれました。 

今年も新たに６校が取り組みます。森の贈り物研究会は「移動教室」事業を応援するために地域交流センター、NPO シャロームともに支援委員会を続けます。昨年の２倍1000人応援団にしましょう。昨年度の記録は、森の贈り物研究会のHPhttp://www.bdvision.co.jpでご覧になれます。支援参加のご連絡は、E-mail:　hanaoka@bdvision.co.jp（森の贈り物研究会）にお願いします。


第５７回環境パートナーシップエコサロン


伊達市の移動教室から


東北支援と放射能を考える
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会場：ちば市民活力創造プラザ





春の野でのれんげ摘み、夏はプールで水と戯れる、…。当たり前のことができず、いつしか外で遊びたいと言わなくなった子どもたち。先生も悩み、保護者も苦しむ状況に対して、遠くからでも気持ちを子どもたちに届けたい、福島・伊達市と新潟・見附市の第一期の移動教室が昨年実施できました。








【会場案内】


ちば市民活力創造プラザ


http://chiba-npo.net/


千葉市中央区中央２－５－１�千葉中央ツインビル２号館９階�千葉パルコの奥隣、千葉市文化センターのある側の建物です。
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市民、専門家、企業、行政等から、環境問題等に関する話題を提供していただき、参加者と膝を交え楽しく意見交換や情報交換をする場として継続して開催しています。











